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論 文 内 容 の 要 旨

本 論 は 、17世 紀 以 来 大規 模 か つ緩 や か に 進 み 、 工 業 生 産 の飛 躍 的 進 歩 、 交 通機 関 の 発 達 、 世

界 市 場 の成 立、 技 術 革新 、'マ ス ・メデ ィア の 普 及 によ り、 こ こ に きて そ の速度 をは 早 め た 近 代

化 の な か で、 私 た ち 、 社会 心 理学 が どの よ うな ア プ ロー チ を と りえ るの か 、 そ の 可 能 性 を3つ

の 領 域 一出稼 ぎ 、 病 気 ・健 康 、 フ ィー ル ドワ ー ク ーで考 察 した もの で あ る。

本 論 は 特定 の 主題 につ い て の論 考 で は な い。 扱 う トピ ッ クス は 青 森県 津 軽 地方 の 出 稼 ぎ か ら

東 ア フ リカ ・ケ ニ ア ・トゥル カ ナ にお け る"ね だ り"ま で 多 様 で あ る 。 しか し、 全 体 と して 、

本 論 は 近代 化 に よ る私 た ち の意 識 構 造 や 生活 世界 の変 化 を 主 題 と して い る。 理論 的 背 景 と して

社 会 的構 築 主 義 に 立 ち、 ア プ ロー チ と して 脱構 築 的 「社 会 的 プ ロセ ス 分 析」 と構 築 的 「日常 化

分 析」 を企 図 し、方 法 と して 広 義 の フ ィー ル ドワー ク に よ っ て い る。

本 論構 成 は全3部8章 か らな る。 以 下 第1章 お よ び8章 よ り 「近 代 化 の社 会 心 理 学」 の 基 本

的 立 場 を 要約 し、最 後 に 各論 を紹 介 す る。

1.近 代化の社 会心理学 一第1章 お よび第8章

1)社 会 的構築主義

私 たちは 日々の生活 を"つ つがな く"す ご して いる。 日常生活 は私 たちに とって圧倒 的な 自

明性を もってた ちあ らわれ る。 この 日常生活 の 自明性 の分析 が本論の主題 である。 どのよ うに

して この 自明性 が確立 ・維持 されて いるのだ ろうか。バ ーガ ー らによれば、いか に 自明性 を もっ

て現れ た として も、現実は特定の社会的歴史的条件 のも とに構築 され た暫定 的な現実 にす ぎな
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い。 自明の現実 は言語 を介 した社会的相互作用過程 を通 じてつ くりだされ てい く。相互作用過

程 は、制度 にみ られ る客観的現実定義 と個々の経験 に根ざ した主観 的現実定義が 出会う場で あ

る。現 実は両者 の弁証法的出会 いのなかで構築 され維持 される と同時に、変革 され る可能性 を

も得 るので ある。 このような観点か ら社会的現実 の構築 プ ロセ スを分 析す る立場 は社会 的構築

主義 〔以下構築 と略す〕 といわれ、本論 もこの立場に くみする ものである。

構築 的理解は3つ の特色 をもつ。第1は 、既成の学問的知識 を脱構 築す る批判理論 としての

それ である。心理学 にな じみ深い 「パー ソナ リテ ィ」を例 に とると、構築的 アプローチは 「パー

ソナ リティ」 をすで にあるもの として見な さず 、それが社会的相互作 用過程 を通 じて どのよ う

にか くのごと く構築 されたのか を検 討する。既 存の心理学的 「パーソナ リティ」 をひ とつの言

説 として扱 う。心理学 的 「パー ソナ リテ ィ」 は、特 殊な 言語 コ ミュニ テ ィにおけ る帰属 の レ

パー トリー とな る。構築的アプ ローチは、 心理学の営 みを特権 化せず リアル な社会 関係 におい

て とらえる ことを可能 にする。第2に 、 自己の繰 り込み をお こな う。 自己を状況 か ら超越 した

立場 に置かな い。現象 をそ こにいる ことによって理解 する。 これは当事者 の語 りや釈 明、 説明

に耳を傾 け、そ の語 りを自分 と相手 との、 その時その場の関係や過程 で とらえる現 場での志向

をふ くむ。第3に 、 このよ うな姿勢は、従 来は軽視 されがちな相手側 を、 あるいは制度 的に定

義 され た平面的な個人 を、多面的な個人 として議論 に加え る必要性を生む。 ここに、超越 的な

立場 にいる研究者 を実践に引き込 むきっかけがある。 実践への橋渡 しをす る働 きで ある。 これ

は学 問的知識 の還元 や適用 ではな い。私 た ちが 手 にす るの は、状況 を相手 と共 にす る こ とに

よって得 られ る状況依存的な知識である。

2)近 代化 一知識の再帰的占有

現 実の社会的構築は真空のなかでお こなわれて いるのではな い。 近代 とい う歴史 的社会的状

況 のなかでお こなわれてお り、それが私 たちの意識に特徴的な構造 をあたえている。ギデ ンズ

は、 近代化 の特徴 を時空の分離、脱埋め込み、知識の再帰的 占有の3つ によ り縮約 した。 日常

生活 は専 門家 システム と彼 らの特殊な用語 、象徴的 トーク ンによって脱埋め込 みされ、分 節化

され、商品 として流通 し、再び別 の時空 に埋 め込 まれ る。"医 学的"に は赤 ワイ ンに多量 に含

まれ るポ リフェノールが過剰 な活性酸素や コレステ ロールの酸化 を阻害す る。 このよ うな赤ワ

イ ンの効用 はそれ まで何気な く飲 まれて いた赤 ワイ ンを療法化す る。 療法化 には医者や"健 康

療法 家"と いった専 門家 システムの推奨、 効用の医学用語 によ る言い換えが下支 え し、赤 ワイ

ンは企 業によって よ り"販 促"さ れ る。私たちは健康法 として赤 ワイ ンを再び 自己の 日常生活

に埋め込 む。赤 ワイ ンの再飲 によ って、私 たちは 自己の健康 をコン トロールす る感 覚や他 の多

くの赤 ワイ ン愛飲者 と同じとい う、想像的な 中流意識 を得 ることができ る。 医学か らみれば、

このよ うな知識 の普及は"素 人療法"で あ るが、 このよ うな"あ ふれだ し"を コ ン トロールす

る ことはできない。一方、愛飲す る私たちは健康理論 を実践 しなが ら他の健康理論を実践する

グループな どに参加 しつつ、健康不安 を払拭 し、 日常化の実践 に励む。私たちは医学的裏付け

を ささえに、赤 ワイ ンの飲用 を日常生活 に再埋め込みす ることで、それ以前 とは異な る知識や

人的資源 をえる ことがで きた(エ ンパ ワー メン ト)の で ある。 この例は近代 における知識の再

帰的 占有が もた らす 医療化 一脱医療化 の運動で あ り、本論第2部 で と りあげた。

一139一



3)近 代 化 一現場 へ

学 問的 知 識 の再 帰 的 占有 につ いて は も ち ろん 「心 理 」 もそ の 例 外 で は な い。 近 代 に つ い て の

認 識 を導 入 す る こ とは 、 心理 学 が す で に所 与 の も の と して あ つ か い 、 近 年 ま す ます 社 会 的 に広

く実 体 化 され つ つ あ る 「心 理 」 自体 を構 築 さ れ た もの み な す こ とで あ る。 「心 理学 化 」 とは 「心

理 」 を トー ク ン とす る 専 門家 シス テ ム お よび 「心 理」 を"貨 幣"と す る市 場 が成 立 す る こ とで

あ る。 カ ウ ンセ ラー に か か る ク ライ エ ン トは 自己 の 問題 を 「心 理」 の 問題 だ とす で にわ か っ て

お り、 カ ウ ンセ リ ング が どの よ うな も ので あ るか とい う こ とを 知 っ て現 れ る。 そ の た めカ ウ ン

セ リ ング は 治 療 上 の紆 余 曲折 は あ る にせ よ、 円滑 に展 開す る。 カ ウ ンセ ラー に とって は ます ま

す 「心 理 」 の 問題 が 現 代 の 主要 な 問題 と して 現 れ る。 「心 理 」 学 的知 識 は 再 帰 的 な 現 実 構 築 の

プ ロセ ス に あ り、 研 究 者 に と って は 「心 理 」 的 現 実 は 自明な"真 実"と して た ち あ らわ れ る。

一 方 、 私 た ち に とっ て み れ ば 、 「心 理」 は 互 い の行 動 の背 後 にあ る、行 動 の説 明 的解 釈 的 帰 属

の 場で あ る。 「心 理 」 は相 手 を納 得 させ た り説 得 す る根 拠 と して働 く。 た とえば 、 「心 理 的 ス ト

レス」 は職 場 を休 む 公 的な 理 由の ひ とつ で あ る。 職 場 を休 も う とす る者 は 「ス トレス 」 を賭 金

に、 雇 用 主や 同僚 にた い して 、 自己 の 生 活 空 間 の 確 保 や 生 活 上 の都 合 や 利 得 をえ る。 近 代 にお

け る 制 度 の 特 徴 は、 ギ デ ン ズ の い う 「脱 埋 め込 み を とげ た 制 度」 で あ り、 「ロー カ ル な 営 み を

グ ロー バ ル化 した社 会 関係 に結 び つ け、日常 生活 の ほ と とん どの側 面 を 組織 化 して い く」注1)。

しか し、 一 方 で 、 私 た ちは そ の よ うな 制度 の働 き か け に対 して 、 受 容 、 無 視 、 拒 否 、対 抗 、 利

用 、 無 効 化 とい った 対 応 を と る。 波 乱 あ る 生活 を 日常 化 し、 自己 の アイ デ ンテ ィテ ィ を確 保 す

るた め 、 制度 的 働 きか けの な か で ライ フ ・ポ リテ ィ ッ クス を駆 使 す るの で あ る。 この 観 点 か ら

さ き の カ ウ ンセ リング 場 面 は、 カ ウ ンセ ラー に と って は 治 療 場 面 で あ るが 、 ク ライ エ ン ト側 に

とっ て は 必 ず しもそ うで は な い。 「心 理 」 をめ ぐっ て、 ク ライ エ ン トとカ ウ ンセ ラー が 現 実 定

義 に し の ぎ を削 って お り、 ク ライ エ ン トに とっ て カ ウ ンセ リ ング体 験 は 日常 生活 を有 利 に構 築

す るた め の根 拠 にな るか も しれ な い。

生活 世 界 は他 者 が 不 在 な 平穏 な 主 観 的 世 界 で は な い 。 日常 生 活 の 現 実 は 、 多様 な言 説 の あ い

だ で 、 私 た ち の生 活 史 的 な 背 景 の な かで 、 そ の 場 を構 成 す る エ ー ジ ェ ン トとのや り と りを通 し

て 、生 き生 き と した 現 実 と して 更新 され る。 さ まざ ま な 制 度 、そ の エ ー ジ ェ ン ト.との相 互 作用 、

家 族 ダ イ ナ ミ ッ クス 、 地域 社 会 の ネ ッ トワー ク、 利用 可 能 な 社 会 的 資源 、 経 済 的資 源 、 将 来 展

望 ・過 去 回顧 、 さ まざ まな レベル で の意 味 づ け の た め の 文化 的 体 系、 これ らの歴 史 的 な積 み重

ね に よ って 、 不 断 に構 築 され続 け る現 実 で あ る 。 社 会 心 理 学 的 ア プ ロー チ は、 個 人 と社 会 ・文

化 体 系 が 出会 う、現 実 的、 状況 的場 面 の把 握 注2)を 志 向す る の で あ る。

4)ア プ ロー チ と社 会 的位 置 取 り

さき の 近 代 認 識 の も とで、 社 会 心 理 学 に はふ た っ の応 え る べ き 問題 が あ る。 心 理 が 社 会 的構

築 物 と して 括 弧 に入 れ られ、"客 観 的"、"絶 対 的"真 理 と して で は な く、 「心 理 」 とい う一 言 説

と して 再 帰 的 に流通 す る とす れ ば 、 社 会 心 理 学 で あれ い か な る 「心 理 」 学 が あ りえ る のだ ろ う

か 。 どの よ うな 理 論 や 方法 に よ って 立 て ば い い の だ ろ うか。 ま た、 社 会 的 な仕 組 み と して 「心

理 」 の生 産 現 場 にい る こ とが 明 らか にな った とき、 大 学 とい う制度 、 研 究 者 とい う専 門 的 シス

テ ム の 一 員 と して、 どの よ う に研 究 に携 わ るべ き な の だ ろ う か。 ふ たつ の 問 いは アプ ロー チ の

問 い と社 会 的 位 置 取 りsocialposi七ioningの 問 い と よぶ こ とが で き、 密 接 に関 連 して い る。
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(1)ア プ ローチ

アプローチ と しては、脱構築的な 「社会 プロセス分析」 と構築的な 「日常化分析」 がある。

前者 は現象 を自明であ らしめる社 会的相互作用の分析である。 これは現在か ら過去へ、現 象が

生 じる現場か ら社会構 造へ向か う分 析であ る。主 に、公文書や新聞 といった文書デー タや イン

タビュー を資料 とする言説分析 が主 である。 もうひ とつは、「日常化」の分析 である。「日常化」

は個人が 日常生活 をつつがな くす ごす ためにお こな う働 きか けや 工夫 の総体で ある。 これ は過

去か ら現 在 ・未来へ、現象が 生 じるそ の場 面へ向か う分析 である。イ ンタ ビューや参与観察 に

よって、 場面 自体 を とらえる。

児童相談所 における不登校事例 の歴史 的推移 を例 として とりあげ よう。要点 を述べれば、昭

和20年 代 か ら30年 代で は地域 とのっなが りのなかで児童 の生活環境整備 を行 って いる。ケース

導入時以外相談所 の動 きは活発ではな い。相談所 は"不 登校"の ケース を持たない。40年 代 に

おいては家庭 の しつ けが クローズ ・アップ され る。地域社会 というよ り、家庭、学校が個別の

機能 的なエー ジェン トとしてあ らわれ、それぞれ に対応 をお こな う。50年 代 にはいる と、精神

科医、心理学者な ど専門家が登場 し、判定用語 も多様 にな る。不適応や神 経症的な不 全が指摘

され る。特定 の原因や責任 主体 は指示 されない。 しか し、不可抗力の"病 気"と 位置 づけ られ

ることで、結果 として家庭 に原 因が帰属 される。 相談所 は不 登校 のケース を持 ち、制度 的な対

応 を確 立す る。以 上は、現時点 にお いて、そ の対 応プ ロセスや 意 味づけが 自明視 されて いる

「不登校」が歴史的に どのよ うに構築 され てきたか、そ のプ ロセ スにはどのようなエー ジェン

トが関わっているのかを明 らか にす るアプロー チである。 これ を 「脱構築 的社会的プ ロセ ス分

析」 とよぶ。 医学的 ・心理学 的言 説や官僚 制度 的な言説、手続 き論が記載 されて いる資料 を基

にする。

しか し、現 実の構築 は書類 の記載 につ きるわ けではない。親、子 ども、教師、相談所員が 向

き合 う場面での、相互作用 こそが現実定義や意 味付与がお こなわれ る現場で ある。親 ・子 の側

か らす る と、相談所へ の相談は 「日常化」 の一場面で ある。相談所 に定期的 に通 うことで、そ

れまで問題状況で あった 日常生活が一定 の リズム とパ ター ンを とって構造化 され る。 また、相

談所へ の登校 は学校へ不登校 を説明す る有力な対抗定義 として、役立つか もしれない。現実理

解 のた めには、両アプ ローチは相補的 にもちい られ るべきな ので ある。

(2)社 会 的位置取 り

このアプローチは 当然、そのよ うなアプ ローチ をとる研 究者 も除外 しない ことを留意 してお

こう。何 らか のかた ちで、研 究者は この現実構築 に参加する ことになる。 また、参加 するよ う

な立場 にいな ければ調査が不 可能なのである。 このよ うに問題の発生か ら現実構築 の過程 をで

きるだ け、現場 に近 い位置 で とらえる とい う姿勢が近代化 の社 会心理学 に要請 され る。つね に

自己 の位置づ けが求め られるゆえんである。

社会的位置取 りの問題 をふ くめて、私 たちのアプ ローチを概観 を試み よう。私た ちは二重 の

括弧入れ をお こな う。第1の 括 弧入れは、 当事者間で維持 されている 日常 生活 の 自明性 を括弧

にいれ る、脱構 築的アプ ロー チである。 この とき、研究者 の解釈や説 明は一言説 にす ぎな い。

その 自身の言説の 自明性 を括弧 にいれ るのが第2の 括弧入れ である。二重 の括弧入れ は、研究

者か らみ ると、当事者間の 自明性 を括弧 に入 れる と同時に、 自己の分析道具 の自明性 も括弧 に

入れる ことになる。 学問的道具 は暫定 的な枠組 み、橋頭墨 と して設定 され る。 この枠組みが実

際 の社会的プ ロセ スのなかで どのように用 い られ、変容 し、 ときに解体 されて いくか を示す ご
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と によ り、 新 しい現 実 の提 示 が 可 能 にな る。 現 実 は多 面 的 で つね に 理論 や 方 法 が 枠 づ け る現 実

よ り豊 か で 深 い。 これ は学 問的枠 組 み を 自明 視 して 、 現 実 に"応 用"、"適 用"、"還 元"す る態

度 とは ま っ た く異 な る ので あ る。

2.各 論紹介 一第2章 か ら第7章 まで

第1部 では青森県津軽地方 の出稼 ぎ をめ ぐって、文書デー タをも とにふたつのアプ ローチ を

行 って いる。第2章 は文書データか ら出稼 ぎの リア リテ ィを再現 しようとする試みである。 こ

こで は、私 は出稼 ぎを近代化のエージ ェン トとして と らえてい る。戦後高度 経済成長期 の出稼

ぎはム ラか ら都市へ の一時的な移動 を激化 させただ けではな い。軍隊経験 がそ うであったよ う

に、 出稼 ぎは賃労働 によ る雇用関係 、部品 を集積 し完成 させ る生産過程、 時間管 理、 出来高払

いの給与形態な どを通 じて、 出稼 ぎ者の意識構造 を大き く変化 させ、ム ラの変貌 の促進 因 とし

て働 いた とい う仮説 を提示 した。用 いた資料 は弘 前児 童相談所 が昭和23年 か ら保管 して いる

ケース書類であ る。

第3章 では、地方新聞の出稼 ぎ関連記事 を戦前 か らた どる ことで、出稼 ぎ言 説の編成過 程を

明 らか にした。明治大 正期 にお いて 出稼 ぎはご く自然に 日常 生活 に埋め込 まれてお り、そ の悪

影 響が語 られる ことはなか った。昭和戦 中期 にか けて、 出稼 ぎは制度が把握すべ き労働力 とな

り、 戦中期には 「産業報 国」 のため 出稼 ぎ自体が姿 を消す。戦後 高度経済成長期 にはいると、

家族そろって暮 らす マイ ・ホーム主義 の理想、地元 に経済 的に完結 した小 さな閉鎖共 同体 をつ

くる という理念 と対比 され、 「必要悪」 とされ る。 しか し、失 業保険問題 を境 に、行 政側 も出

稼 ぎを支 える言説 を表 明す る。以上 のようにみれば、支配的言 説の中に出稼 ぎが組み込 まれ る

過程で、言説 的共謀が成立 したよ うに思われ る。それ は、青森県 の出稼 ぎの ピー クが全国的 に

見 て遅か った ことに関連 して いる。他県 が人 口減少 に転 じ過疎 が問題 にな りつつあ る間、依然

として 出かせ ぎ者 を供給 して いた。マス コミを介 してな された 戦後 の行政的言説が 出稼 解消、

縁故就労 の抑止 をうた う反面、移 住者 をひき とめ 出稼者 を保護 し、結局は縁故就労黙認の方向

で編成 された ことか ら考え ると、 津軽地方の出稼は両者 の共謀 によって保存 された一種 の伝統

文化 とな った観が ある。 「出稼 ぎ」が言説的 に制度化 され ているがために、 「故郷」を離 れて稼

働す る ことが 一実際そ のような見 込みがあるかは別 として 一いつかは故郷へ帰るべき 「出稼」

と見な され るので ある。かつての出稼 中心地域 は早 くか ら過疎 に見舞われた。それ ら地 域は地

理的交通的要 因によって、 このような言 説の共 謀関係が成立す る以前 に、急速 に出稼 ぎの担い

手 自体が労働力 として都市部 に吸収 され て しまったのではないか と推測 される。 さ らに、 生活

のベース ライ ンとして確立 した出稼 ぎ とい う伝統 が、過疎 を防 ぐ、過疎デ ィフェンス として機

能 して いた のではないか とい う展望 を提出 した。

第2部 は医療化社会 における健康 と病気 に関す る論考 である。その うち、第4章 は、健 康第

一主義(healthism)に つ いて、健康食品 の広告か ら考察 した。 宣伝広告 にお いて、当該 食品の

効果 をどのよ うに説得 しよ うとしているかに着 目し、 健康 言説 をと りだ した ところ、全68項 目

が抽出 された。それぞれの項 目は科学 的な成分や効能 を示す ものか ら、 ク レオパ トラや 中国歴

史を指 し示す もの まであ る。 「健康食品」 は これ らの項 目によって しか るべ き もの として構築

されてい るわけである。本論では 「健康食 品」 をキ ッチュ として分析す る視点 を提 出した。そ

れ によれば、「健康 食品」は、健康 を気 に した り、そのために特 殊な食品、クス リをとるといっ

た裕福な ライフ ・スタイル を大衆化す る。私た ちは少 し高級 な ライフ ・ス タイル をなぞ る こと
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で、 社 会 のな か の 自 らの位 置 を 上 方修 正 して確 認 し、 同 時 に 世 の 中 の大 多 数 の人 と 同 じ く健 康

に気 を つ け て い る と い う 中庸 さ を確 認 す る こ と もで き る。 ま た、 「健 康 食 品」 は私 た ち に健 康

不 安 に抗 す る根 拠 を あ た え、 多 くの"効 く"可 能性 を 掌握 さ せ て くれ る。 第5章 で は、 日本 に

お いて 、 「ア トピー 」 が 現 代 病 と して 独 特 の 社 会 的 構 築 を う けて た こ とを 示 す 。 まず 、 新 聞記

事 分 析 か ら、 言 説 と して構 築 され た 「ア トピー 」 の特 徴 を取 りだ した。 同時 に、 そ の よ う な言

説 環 境 の な か で 母親 が どの よ う に子 ども の ア トピ ー に対 処 した か をイ ン タ ビ ュー 調 査 か ら把 握

した 。 言 説 と して の 「ア トピー 」 は環 境 汚 染 か ら生活 習 慣 の乱 れ まで を含 ん だ広 い現 代 病 と し

て 語 られ て い る。 母 親 の対 処 に は、 食事 療 法 派 、 民 間療 法 転 換派 、 自律 的 取 り組 み 派 が あ る。

食 事療 法派 は、 食べ 物 を制 限 す る こ とで ア レル ギ ー の原 因物 質 と湿 疹 との 反 応 を抑 え よ う とす

る。 そ の た め、 日常 生活 は 、 母 子 が 密 着 して お こ なわ れ る、 摂 取 した 食 べ 物 と反 応 と を確 か め

る 自己 実験 とな って い る。 民 間 療 法 派 は食 事 制 限 のか わ りに鉱 泉 水 に よ る毒 素 の排 出 をお こな

う。 前 者 が 食餌 と身体 の関 係 に も とつ いて 、 経 験 世 界 を全 面 的 に秩 序 化 し よ う とす るの に対 し

て 、後 者 は秩 序 の ほ ころび に継 ぎ を あて るや り方 で あ る。 自律 的取 り組 み 派 は さ き の両 派 か ら

距 離 を お い て子 ども の 自主 性 に まか せ る。 特 定 の言 説 環 境 にお いて 病 気 の体 験 が ど のよ う に組

織 化 さ れ る のか 、 優 勢 な言 説 のな か で 「私 の体 験 」 を確 保 す る努 力 を見 いだ す こ とが で き る。

第3部 は 「観 察 」 を 中心 と した2つ の論 考 で あ る。 第6章 「見 る こと と書 くこ と 一 「観 察 」

の構 築 」 で は、 社 会 心 理 学 の 実 験 を記 述 す る科 学 的 レポ ー ト様 式 と社 会 学 ・人 類 学 をふ くめ た

領 域 で フ ィー ル ドワー ク を記 述 す るエ ス ノグ ラ フ ィー と を各3例 ず つ取 り あげ た 。 こ こで の観

察 法 とは、あ る記 述 様 式 を もつ研 究 作 品 のな か で 、観 察 実 践 が ど の よ うな 実 践 と して 記 述 され 、

研 究 作 品 を支 えて い るか と い う、 弁 論 術 と して の 「観 察 法 」 で あ る。 社 会 心 理 学 には2つ の弁

論術 が あ り、 そ の典 型 は科 学 的 レポ ー トとエ ス ノグ ラ フ ィー で あ る。 研 究 作 品 は 現 実 に対 して

比 喩 と して働 く。 そ の と き、 比 喩 が ど の程 度 現 実 を映 しだ して い るか とい う、 リア リテ ィが 重

要 で あ る。 近 代 にお け る知 識 の 再 帰 的 占有 か ら考 え る と、 ど ち らの弁 論 術 を用 いよ う と も、 学

問 的営 為 は繰 り返 し 自 らの リア リテ ィ を確 認 す る必 要 が あ る こ とを指 摘 した 。 第7章 は 、 ア フ

リカ ・ケニ ア共 和 国 ト ゥル カ ナ に お け る フ ィー ル ドワー ク に関 す る論考 で あ る。 まず 、 ナ キ ナ

イ とよば れ る"ね だ り"を 中心 と した 彼 ら との つ きあ いが 紹 介 され る。 彼 らの 「い ま、 こ こで 、

た ま らな い」 つ き あ い と私 た ち の 「か つ て(い つ か)、 あそ こで 、 た ま る」 つ き あ い と が 対 比

され る 。 文 字 を持 た ず 牧 畜 生 活 を送 る トウル カ ナ を理 解 しよ う と した とき 、 フ ィー ル ドワー ク

を支 え る 「参 与 観 察 」 が 調 査 す る 側 が 設 定 した 約 束 事 にす ぎな い こ とが 明 らか にな る。 ト ゥル

カ ナ の働 きか け は私 が 勝 手 に設 定 した 約 束 事 を無 効 に して し ま う。 私 た ち が 正 当化 す る フ ィー

ル ドワ ー ク とい う方 法 は相 手 との 問 に こち らか ら一 方 的 に大 幅 な 共 通 領 域 を設 定 して し ま って

い る の で あ る。 しか し、 そ の よ うな 状 況 下 で もな お 、 フ ィー ル ドワー クが 可 能 な の は 「共 同実

践 へ の構 え」が あ るか ら と結 ん だ 。第6章 は 観 察 法 を見 る と い う実 践 的 な 方 法 と して で は な く、

弁 論 術 と して 扱 い、 第7章 は フ ィー ル ドワー ク の根 拠 で あ る 「参 与 観 察 」 をひ とつ の 約 束 事 と

して扱 っ た。 結 果 と して 、 いず れ も、 観 察 、 フ ィー ル ドワー ク の支 酉己的 な 表 象 ・言 説 を 解 体 し

て みせ る結 果 とな っ た。

第8章 総 括 で は、 一部 の社 会 的構 築 主 義が も っ 前 提、r「 経 験 の 言語 化 」 以 前 に経 験 は な い ・・

出 来事 は あ る が、 経 験 はな い』 に疑 問 を提 出 して い る。 言 説 中心 的 な 立 場 に抗 して 、 言 説 以 前

の 経験 を 求 め る ので は な い。 結 局 の と ころ、 私 た ち は書 くこ とで しか 経 験 を分 か ち え な い社 会

に 生 き て い る。 しか し、 だ か らと い って 、 言 説 以 前 に経 験 は な い と いっ て よ いの で あ ろ うか 。
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オ ングは私たちが文 字の文化 を深 く内面化 して いる ことを指摘 しなが らも、 声の文化 の伝統 を

色濃 く引 きず っている ことを忘れな い。イ ンタ ビュー にた ちも どって みよう。イ ンタビュー に

よって得 られる資料 はた しか に 「言われて あるもの」 という意 味で は言説で ある。 しか し、イ

ンタ ビュー とい う方法 がもつ可能性 を言説収集だ けに限定す る ことはで きない。イ ンタビュー

によ って知 りたいのは、 「い ま ・ここで」 の相 手の言 う ことをこえて、相 手が 「～につ いて」

話 しているそ の現場 である。現場はつね に行 き着 けな い。 しか し、 た しか に声 を発 し相手 に働

きかける現場 は存在す る。た とえそれがたち まち研究者 をふ くむ社会 的プ ロセス によって言説

化 され るに して もで ある。

これ は言説ではな い真の現 実がある とい う本質主義 に立つ のではな い。私たちが産 出す るの

た しか に言説 にすぎな い。 しか しだか らといって、言説 をこえて、それが産み出される現場へ、

経験それ 自体へ の接近は断念す べきではない。 そのよ うな怠慢は言説やそれがつ くる隠喩的現

実 を陳腐な死喩 にお としめて しま う。一方 では現 実の言説化が あ り、他 方では言 説の現実化が

ある。私たちの研 究活動は この運 動を絶 えず続 けてい くしかな いと結論づけた。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は、急速 な近代化 の過程で進行 して いる とす る意識構造や 生活 世界 の変化 と、それ を

扱 う社 会心理学 的アプ ローチ の方法論 をめ ぐる諸 問題 を主題 として設定 し、それ らを出稼 ぎの

社会 的評価 の歴史 的変遷、 ア トピー性疾患 を事例 とす る病気 ・健康観 の変容、 アフ リカ ・ケニ

ア共和 国 トゥルナ カでの調査体験 を加味 した フィール ドワー ク技法 の論議 な どを トピ ックに し

て多 角的に論述 した もので ある。論文は8章 で構成 されて いる。

第1章 「課題 ・アプ ローチ ・方法」では、A.ギ デ ンズ の所説 に立脚 して 「近代化」 をクロー

ズア ップ し、 それへのアプ ローチ としてP.L.バ ーガー に立脚 して 「社会的構築主義」 を詳述す

る。それ をふ まえて社会心理学で の構 築主義 の在 り方 をパー ソナ リティ研 究 を例 にとって解説

し、 さ らに内外 の先行研 究 を紹介 しつつ 多角 的 に論 じ、 フ ィール ドワー クによ るエス ノグ ラ

フィー の重要性 を強調す る。

第2章 「出稼 ぎ一近代化 のエー ジェン トー」 は、児童相談所 が1948年 か ら保管 して いるケー

ス書類 を原資料 にして、出稼 ぎの リア リテ ィを再現 し、近代化 のエー ジェン トとして出稼 ぎ を

と らえて いる。戦後高度経済成長期の出稼 ぎはム ラか ら都市へ の一時的な移動を激 化 させただ

けで はな く、 出稼 ぎは賃労働 による雇用 関係、部品 を集 積 し完成 させる生産 過程、 時間管理、

出来高払 いの給 与形態な どを通 じて、 出稼 ぎ者 の意識構 造 を大 きく変 化 させ、ム ラの変 貌の促

進因 として働いた とする仮説 を提示す る。

第3章 「青森県の 「出稼 ぎ」編成 一新 聞記事 による分 析 一」 では、 地方新 聞の出稼 ぎ関連記

事 を明治期か らた どる ことで、 出稼 ぎ言説が編成 されて くる過程 を明 らかに しよう とす る。論

者 によれば、明治大正期 にお いて はそ の悪影響が語 られ る ことはなかったが、戦後 高度経済成

長期 に入 ると、家族そろって暮 らすマイ ・ホー ム主義 の理想や地元 に経済 的に完結 した小さな

閉鎖共 同体 をつ くる という理念 と対比 され、マス コ ミや行 政機 関の支配 的言説 の中で、 出稼 ぎ

は"必 要悪"と されるよ うになった。 しか し、 生活 のベ ース ライン として確立 した 出稼 ぎ とい

う伝統 がむ しろ、過疎 を防 ぐ、過疎デ ィフェンス と して機能 していた ので はな いか と見方 を提
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出す る。

第4・5章 は 、 医 療 化 社 会 にお け る健 康 と病 気 に関 す る論 考 で あ る。

第4章 「健 康 へ の対 処 一 「健 康 食 品 」 調 査 か ら一」 は 、 健 康 第 一 主 義(healthism)に っ い

て、 健 康 食 品 の広 告 を素 材 に検 討 を加 え る。 宣 伝 広 告 は、 図像 や テ クス トか らな り、 そ れ らを

当該 食 品 の健 康 効 果 を説 得 す る レ トリ ッ ク とみ な し、 全68項 目が 抽 出 さ れ た。 論者 に 拠 れ ば、

「健 康 食 品」 は これ らの 項 目に よ っ て構 築 され て お り、 健 康 の た め に 特殊 な 食 品、 ク ス リ を と

る とい っ た裕 福 な ライ フ ・ス タ イ ル を大 衆 化 す る。 少 し高 級 な ライ フ ・ス タ イ ル をな ぞ る こ と

で 、 社 会 のな か の 自 らの位 置 を 上 方 修 正 す る と 同時 に世 の 中 の大 多 数 の 人 と同 じ く健 康 に気 を

つ け て い る とい う 中庸 さ を確 認 す る こ と も で き、 「健 康 食 品 」 は 健 康 不 安 に抗 す る 根 拠 を あ た

え、 多 くの"効 く"可 能性 を 掌 握 さ せ て くれ る。

第5章 「病 いへ の対 処 一乳 幼 児 ア トピ ー をめ ぐ って 一」 で は 、 日本 に お い て 「ア トピ ー 」 が

現 代 病 と して 社 会 的 に構 築 さ れ た こ と を明 らか にす る 。 新 聞 記 事 分 析 か ら、 言 説 と して構 築 さ

れ た 「ア トピ ー 」 の特 徴 を取 りだ し、 同 時 に 、 そ の よ うな 言 説 環境 の な か で母 親 が どの よ うに

子 ど も の ア トピ ー に対 処 した か を イ ンタ ビュ ー 調 査 か ら把 握 す る。 母 親 の対 処 に は、 食事 療 法

派 、 民 間療 法 転 換 派 、 自律 的 取 り組 み 派 が あ る。 食 事 療 法 派 は 、 食 べ 物 を制 限す る こ とで ア レ

ル ギ ー の原 因物 質 と湿 疹 との 反 応 を抑 え よ う とす る。 民 間 療 法 派 は 食 事 制 限 の かわ りに鉱 泉水

に よ る毒 素 の排 出 をお こな う。 前 者 が 食事 と身体 の 関係 に も とつ い て 経験 世 界 を全 面 的 に秩 序

化 しよ う とす るの に対 して、 後 者 は秩 序 の ほ ころ び に継 ぎ を あ て るや り方 で あ る。 自律 的取 り

組 み 派 は 上 の 両 派 か ら距 離 を お い て 子 ど も の 自主 性 に まか せ る。 これ ら の 比 較 か ら、 「ア ト

ピー 」 が 育 児 のみ な らず 、 子 ど もの遺 伝 的 特 質 まで も責 任 を負 わ され る母 親 の立 場 と密接 に 関

連 して い る こ とが 見 出 され た とす る。

第6章 と7章 は 「観 察」 を 中心 と した2つ の論 考 で あ る。

第6章 「見 る こ と と書 く こ と 一 「観察 」 の構 築 一」 で は 、 社 会 心 理 学 の実 験 を記 述す る科 学

的 レポー ト様 式 と フ ィー ル ドワー ク を記 述 す る エ ス ノグ ラ フ ィー を 各3例 ず つ取 りあげ て 概 説

し、 観 察 法 とは 、 あ る記述 様 式 を もつ研 究 作 品 の な か で 観察 実 践が どの よ う な実 践 と して 記 述

され 、 研 究 作 品 を支 え て い る か とい う、 弁 論術 と して の 「観 察 法 」 で あ る と結 論 づ け る。 社 会

心 理 学 に は2つ の弁 論 術 が あ り、 そ の典 型 は科 学 的 レポ ー トとエ ス ノグ ラ フ ィー で 、 そ こか ら

の研 究 作 品は 現 実 に対 して 比 喩 と して働 くが、 比 喩 が どの 程度 現 実 を 映 しだ して い るか とい う

リア リテ ィが 重 要 だ と指摘 す る。

第7章 「フ ィ ー ル ド理 解 一"つ らさ"を 手 が か りに して 一」 は 、 ア フ リカ ・ケ ニ ア 共 和 国

トゥル カ ナ にお け る論 者 自身 の フ ィー ル ドワー ク を も とに した 論考 で あ る。 まず 、 「ナ キ ナ イ 」

とよ ば れ る"ね だ り"を 中心 と した 彼 らと のつ き あ い が 紹 介 され 、 「い ま、 こ こで 、 た ま らな

い」 つ き あ い と 「か つ て(い つ か)、 あそ こで、 た ま る」 つ き あ い とが 対 比 され る。 文 字 を持

たず 牧 畜 生活 を送 る トゥル カ ナ を 理解 しよ う と した とき 、 フ ィ ール ドワー ク を支 え る 「参 与 観

察」 が 調査 す る側 が 設 定 した 約 束 事 にす ぎ な い こ とが 明 らか に な る。 トゥル カナ の働 きか けは

勝 手 に 設定 した 約 束 事 を無効 に して しま う。 フ ィール ドワ ー ク とい う方 法 は、 相 手 と の問 に こ

ち らか ら一 方 的 に大 幅 な 共 通 領 域 を 設定 して しま って い る の で あ るが 、 そ の よ うな 状 況 下 で も

な お 、 フ ィー ル ドワー クが 可 能 な の は 「共 同 実 践 へ の構 え」 が あ るか ら との結 論 を導 く。

第8章 「総 括 」 で は 、社 会 的構 築 主 義 が もつ 前 提 、 『「経 験 の言 語化 」 以 前 に経 験 はな い。 出

来 事 は あ るが 、 経 験 はな い』 に疑 問 を提 出 して い る。 結 局 の と ころ書 く こ とで しか 経 験 を分 か
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ちえな い社会 に生 きているが、 しか しだか らといって、 言説以前 に経験はない といってよいの

で あろうか と疑問視する。例 えばイ ンタ ビュー によって得 られ る資料 はた しかに 「言われてあ

るもの」 という意味では言説 であるが、イ ンタ ビュー とい う方法が もつ可能性 を言 説収集 だけ

に限定す る ことはで きない。イ ンタ ビュー によって知 りたいのは、 「いま ・ここで」 の相 手の

言 うことを超 えて、相手が 「～につ いて」 話 しているその現 場である。現場 には行 き着 けない

が、 しか し、た しか に声を発 し相手 に働 きかける現場 は存在する。 これは、言説 ではない真 の

現実 があ る とい う本質 主義 に立 つので はな い とす る。産 出す るのはた しか に言説 にす ぎな い

が、 しか しだか らといって、言説 を超 えて それ が産 み出される現 場、 経験 それ 自体 への接 近は

断念すべきではない。 一方で は現実 の言説化が あ り、他 方では言説 の現実化が ある。研究活動

は この運動を絶 えず続 けて いくしかな いと結論づ ける。

以上のよ うに、論者 は、方法論では個人 の生活世界か ら社会 的現実 が構築 され る過程 を重視

す る社会 的構築 主義 に立脚 し、方法では フィール ドワー クを基本 とす る言説分析 を重視 してそ

の妥当性 を強調す る。論述 の基底 には、 自然科学パ ラダイム を範 とす る現代 の社会心理学 の動

向を批判 的に とらえなお して新た に社会心理学的構築主義 を構想 し、それ を肉付 け しよう との

志 向が うかが える。論 旨の展 開には論者の思 い込みや飛躍 も散見 され るが、関連所説 の渉猟 と

詳細 な実証資料 に裏付 け られた方法論の提示は、説得 力をもち、社会心理学 の将来 に新たな水

路 を切 り開 く可能性 を豊か に秘めて いる。

よって、本論文 の提 出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るものと

認 め られ る。
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